
 

 
【行政コスト計算書の他区比較】 

 
 １ 区民一人当たりの目的別行政コスト額の比較 
 

  
本区の行政コストは、生活保護世帯の急増等に伴う民生費や、トリフォニーホールの管
理運営費や減価償却費を含む教育費が他区より大きくなっています。また特徴として、産
業振興を区政の重点課題に位置付けていることから、商工費が多くなっています。 
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２ 区民一人あたりの性質別行政コスト額の比較 
  
 
 
 本区の特徴としては、目的別行政コスト額からもわかるように、必要な施策
に重点的にコストをかけていることがわかります。 
 また、性質別行政コストは、人にかかるコスト以外は、すべて他区よりコス
トをかけていることを表しています。 
 受益者負担から見ると、行政コストのうち８９％を区民（受益者）の負担に
より賄っています。（収入から国庫・都支出金を控除したものと計算していま
す。） 
 このことから｢最小の経費で最大の効果｣の大原則に戻り、行政サービスを効
率的に提供することを常に意識し、更なる行財政改革の推進を図る必要がある
と言えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 本区の性質別行政コスト額は、前年度に引き続き、各分野において他区より大きくなっ
ています。 
 今後も、限られた財源の中で、新しい区民ニーズに応えていくために、より一層行財政
改革に取り組んでいく必要があると言えます。 
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